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平成２８年度 石巻市監査計画策定方針 

 

平成２８年度に実施する石巻市の各種監査等については、石巻市監査基準(平成２４

年石巻市監査委員訓令第２号）に基づき、次の方針によることとし、それぞれの具体

的な内容は、各実施計画において定めるものとする。 

 

１ 定期監査 

定期監査については、市における事務及び事業の執行全般を対象として、予算執行

等の財務に関する事務又は経営に係る事業が、法令等に則り適正に行われているかな

どの確認を基本としつつ、経済性、効率性及び有効性の観点にも留意しながら実施す

る。 

なお、従来までは、各部、各総合支所、病院局、各行政委員会単位に２年で一巡す

るローテーションにより実施してきたが、監査委員事務局の職員配置が平成２８年１

月１日現在で２名減員していること、及び従来までの監査水準を維持する観点から、

当分の間、３年（平成２８年度～平成３０年度）で一巡するローテーションにより実

施する。 

 

２ 行政監査 

   行政監査については、一般行政の運営及び事務処理の手続き等について、その経済

性、効率性、有効性の確保等の観点から、定期監査の際に併せて実施する。 

   なお、平成２８年度もテーマを設定して実施する行政監査については、全監版 都市

監査基準の移行作業期間であることや監査委員事務局の職員配置等を考慮し実施しな

い。 

 

３ 財政援助団体等の監査 

   財政援助団体等の監査については、原則として前年度の事業執行を対象として、関

係所管部の定期監査の際に併せて実施する。 

   なお、監査対象団体の選定基準等は、次のとおりとする。 

 （１）出資団体監査 

     市が出資や出えんを行っている団体で、地方自治法施行令第１４０条の７の規

定による出資比率が２５パーセント以上の団体のうち、監査委員が必要と認める

団体について、その事業が出資や出えんの目的に沿って適正に運営されているか、

会計経理等が適正に行われているかという観点とともに、事業運営が効率的に行

われているかという観点からも監査を実施する。 

 （２）財政援助団体監査 

     市が補助金等を交付している団体について、その事業が補助金等の目的に沿っ

て適正で、効率的・効果的に行われているかを主眼として監査を実施するものと

し、その対象は、監査対象期間内に、５００万円以上の財政援助を受けた団体の

うち、財政援助の金額及び内容、各団体の経営状況等を勘案し、監査委員が必要
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と認める団体とする。 

 （３）指定管理者監査 

     指定管理者に行わせている公の施設の管理に係る出納その他の事務の執行が適

正かつ効率的に行われているか、また、公の施設の管理を指定管理者に行わせる

ことにより当該公の施設の設置目的を効果的に達成しているかについて、監査委

員が必要と認めた指定管理者を対象に監査を実施する。 

 

４ 決算審査等 

平成２７年度決算書及び決算附属書類が適正に作成されているかについて審査する

とともに、予算の執行並びに事業の経営が適正かつ効率的に行われているかについて

審査する。 

また、基金運用状況報告書等が適正に作成されているかについて審査するとともに、

基金の運用がその設置目的に沿って適正かつ効率的に行われているかについて審査す

る。 

さらに、｢地方公共団体の財政の健全化に関する法律｣に基づく健全化判断比率（①

実質赤字比率②連結実質赤字比率③実質公債費比率④将来負担比率）及び公営企業に

おける資金不足比率並びにその算定の基礎となる事項を記載した書類について審査す

る。 

  審査対象 

  ア 決算審査（１３会計） 

◎ 一般会計 

◎ 特別会計（１１会計） 

○ 土地取得特別会計         ○ 市街地開発事業特別会計 

○ 水産物地方卸売市場事業特別会計  ○ 産業用地整備事業特別会計 

○ 下水道事業特別会計        ○ 国民健康保険事業特別会計 

○ 漁業集落排水事業特別会計     ○ 後期高齢者医療特別会計 

○ 農業集落排水事業特別会計     ○ 介護保険事業特別会計 

○ 浄化槽整備事業特別会計       

◎ 企業会計（１会計）  

○ 病院事業会計 

   イ 基金運用状況審査（５基金） 

○ 高齢者等肉用牛導入貸付事業基金 

○ 優良家畜導入資金貸付基金 

○ 道路用地取得基金 

○ 震災復興土地基金 

○ 国民健康保険高額療養費資金貸付基金 

 

５ 例月現金出納検査 

会計管理者の保管する現金（歳計現金、歳入歳出外現金、一時借入金、基金に属す

る現金、預かり金）の出納事務が適正に行われているかを検査する。 
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（１）検査基準日  毎月の末日とする。 

（２）実 施 時 期  検査基準日の翌月の２２日とする。ただし、その日が休日等の場 

合は翌日等とする。 

 

６ その他必要性及び請求、要求に基づいて行う監査 

（１）随時監査 

市の事務事業の執行に関する課題や定期監査等によって把握した課題及び社会的

に大きな課題になっている事項等について、必要に応じて実施する。 

（２）住民監査請求に基づく監査 

市民より、市長などの執行機関又はその職員について、違法又は不当な公金の支

出等の行為や事実が認められるときに監査委員に監査を求め、必要な措置を講ずる

ことを請求された場合に実施する。 

（３）住民の直接請求に基づく監査 

選挙権を有する者より、その総数の５０分の１以上の者の連署をもって、その代

表者から市の事務の執行について、監査委員に監査を請求されたときに実施する。 

（４）議会の請求に基づく監査 

議会より、市の事務の執行について監査委員に監査を求め、その結果に関する報

告を請求されたときに実施する。 

（５）市長の要求に基づく監査 

市長より、市の事務の執行について、監査委員に監査を求められたときに実施す

る。 

（６）職員の賠償責任に関する監査 

出納職員等が故意又は重大な過失（現金については、故意又は過失）により、保

管する現金や物品等を亡失し、又は損傷したとき、あるいは、支出等の権限を有す

る職員が故意又は重大な過失により法令の規定に反して市に損害を与えたと認め

られ、市長の要求があったときに実施する。 

（７）指定金融機関における公金の収納等の監査 

監査委員は、指定金融機関に対し、必要があると認めるとき、又は市長から要求

されたときに実施する。 

 

７ その他 

○ 監査結果の公表について 

監査結果の公表については、石巻市公告式条例（平成１７年石巻市条例第３号）

に規定する掲示場に掲示する方法と監査委員事務局のホームページに掲載する方

法で行うほか、報道機関への情報提供、庁内情報公開コーナーへの監査結果等資料

の設置など、市民への積極的な情報提供に努める。 

また、全職員に共通の認識を持たせるために、グループウェアを活用し、指導事

項も含めた監査結果を公表する。 
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市 広域行政事務組合

○病院局

〇一般会計･特別会計

○病院事業会計

○一般会計

○教育委員会

　（総合支所管内分）

○生活環境部

○広域・事務局

○建設部

○復興事業部

２月 ２２日

３月 ２２日

　※　財政援助団体等の監査については、関係所管部の定期監査の際に併せて実施する。

  ※　健全化判断比率の審査については、決算審査に併せて実施する。

１１月 ２２日

１２月 ２２日

１月 ２３日

８月 ２２日

９月 ２３日

１０月 ２４日

５月 ２３日

６月 ２２日

７月 ２２日

平成２８年度　石巻市監査計画（案）

区分 定期監査・行政監査
決算審査等 例月現金

出納検査

４月 ２２日

 


